
 
 

ヤマメの幼魚放流の効果調査（平成 30 年度） 髙木優也・阿久津正浩 

 

目 的 

渓流魚の稚魚放流は，釣り対象サイズになるまでの残存

率が低いため，期待されるよりも増殖効果が低いことが示

唆されている。1) 一方で，成魚放流は放流直後から釣りの

対象となるが，1 尾当たりの単価が高いこと，増殖効果が

長続きしないことが課題である。2) そこでヤマメについて，

これらの中間的な放流である，幼魚放流（1 歳魚を春に放

流）を試行し，その効果を検証した。 

 

材料および方法 

 栃木県北西部の小河川に，脂ビレを切除して標識したヤ

マメ当歳魚 376 尾を放流した（図 1）。 

放流は，平成 30 年 4 月 18 日に実施し，漁期最終日（9

月 19 日）までに 5 回の調査を行った。まず，カゲロウ類

の幼虫を餌にした餌釣り（竿：6 m，糸：0.125 号，針：4

号）を行い，その後直ちに潜水目視 3) を行った。推定生

息数及び釣獲率を以下の式により算出した。 

推定生息数＝釣れた数＋目視数×（100 / 83） 

 釣獲率  ＝釣れた数／推定生息数 

 

 
図 1 調査場所と放流魚のサイズ組成 

 
結果および考察 

放流から 1 か月は，釣れたヤマメの約 4 割が標識魚であ

り，漁期最終日でも標識魚が釣れていた（表 1）。つまり，

幼魚放流は成魚放流のように速やかに釣りきられること

はなく，増殖効果が長続きするものと考えられる。一方で，

釣獲魚の平均サイズはほとんど大きくならなかった（表

2）。これは，この漁場の漁獲圧が高く，制限体長（15 cm）

を超えるまで成長した個体はすぐさま持ち帰られたため

と考えられる。放流から 9 日後に平均サイズが小型化した

こともこれを支持する。 

 

 

 

表 1 釣獲魚の組成 

 
表 2 釣獲魚のサイズの推移 

 

また，サイズクラスごとの釣獲率をみると，幼魚放流魚

が大部分を占めると考えられる 10–15cm のサイズクラス

の釣獲率は，先住魚が大部分を占めると考えられる他のサ

イズクラスよりも高い傾向がみられた（表 3）。つまり，

幼魚放流されたヤマメは先住魚よりも釣られやすいこと

が示唆された。先住魚との関係性について見てみると，当

歳魚が成長し，漁場へ加入してくるまでのつなぎとして機

能していたことが推察された（図 2）。一方で，常に幼魚

放流魚よりも大型の先住魚が存在していたと考えられ，そ

れらとの競合によって成長が悪かった可能性が考えられ

た。 

 

表 3 サイズクラス別の釣獲率 

 

 

 

水産防疫対策委託事業（水産動物疾病のリスク評価）（平成 30 年度／国庫委託） 

－アユの重要疾病の発生メカニズムの研究－ 髙木優也・酒井忠幸

 

要 約 

アユの冷水病は，細菌（Flavobacterium psychrophilum）

による疾病で，河川漁業に大きな悪影響を与えている。 

そこで，冷水病の被害を軽減できるような放流手法

を開発することを目的に調査を実施した。 

その結果から，以下のことが考えられた。 

・冷水病対策会議の指針より早期に小型の種苗を放流

したほうが，放流効果が向上する。 

・海産系種苗の放流は冷水病被害を軽減させることが

確かめられたが，放流効果が高まるかどうかは条件

による。 

・追加放流は，冷水病発生後の釣れ具合向上に効果的

であったが，放流から漁獲までの増重が小さいため，

放流効果は低い。 

今後の課題として次のことが考えられる。 

・早期解禁の有効性を裏付けるための，データの積み

増し。 

・解禁前に冷水病が発生する原因の解明。 

なお，本事業については「平成 30 年水産防疫対策

委託事業（水産動物疾病のリスク評価）」として実施し，

詳細については「（１）リスク評価のための基礎調査 

③アユの重要疾病の発生メカニズムの研究」として

農林水産省へ報告した。 

（指導環境室） 
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